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動物と私
小原二郎

動物と私の出会いは、

天王寺動物園の古い水

禽舎で始まった。それ

は多分私が3歳、昭和

6年頃であると、両親

から教えられた。そし

て不幸な戦争の時代の

末期に、旧関東軍鳩育

成所で、職業人として

動物に出会った。戦後

は、 獣医科の学生と して動物との出会いをした。そ

れを経た後社会に出て、動物園入として里子生動物と

の出会いに続く。

動物園の新米獣医は、そこで里子生動物の飼育が、

家畜の飼育とは異なるととを体験した。そして職場

が変わり、 飼育下野生動物の健康管理と、新しい飼

育技術の開発に関して責任をもっ役割をもった。次

には新しい動物園作りにたずさわり、自分の支配下

におく 動物との出会いで、人が動物に対して果たさ

ねばならぬ義務の重さを改めて実感した。

動物園の飼育技術者が使う「難獣」という言葉が

ある。ごれはよく知られている動物であ りながら、

「飼いにくい」とされているものを示す言葉である。

特別天然記念物に指定されているニホンカモシカは

難獣に該当するのか論殺されたことがある。この論

議は、 その時「難獣ではない」と結論しながら、今

日のカモシカ会議1::iJ Iき継がれている。そして現在

でもニホンカモシカの飼育は、難猷の扱いから抜け

出すことに成功していないように思われる。

ニホンカモシカに限らず、日本特産の動物は、難
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猷が多い。そのために、日本の動物園では、日本産

動物の展示が充実していない。

和、は動物園での仕事で、オオサンショウウオと特

別に親しいつきあいをする機会を得た。オオサンシ

ョウウオは、シーボルトがヨーロγパの学会に紹介

し、世界的に有名な動物になった。このことがなさ

れるより以前、 日本の古典では、生息地以外の部会

では珍しい動物として扱われている。そして惇覧

会などには、必ず登場する動物である。その後の近

代動物学では、重要な研究対象となっているが、飼

育に関してはほとんど研究されていなし主。明治の碩

学である石川千代松は、オランダのアムステルダム

で、オオサンショウウオが卵を産み、幼生が飼われ

ているのを児て、 「此のハンザキは、佐々木氏も余

も非常に苦心したにも拘らず本邦では産卵した例が

ないのに・・…・」と、飼育には成功せず、 「革（~動物」

で、めることをうかカずわせる吉田主をしている。アムス

テルダムで卵を産んだのは、 1902年と1903年の2回

である。それから70年余り後、 1979年に広島市安佐

動物園で怯、園内の実験水槽で飼育下繁殖に成功

した。それ以後は、繁殖を 3群に増やし、水槽の容

積を小さく する工夫をこらし、幼生から成体までの

展示方法を研究している。この研究がうまくいった

理由は、ただオオサ ンショ ウウオの生活時間に人聞

が従って動いたことと、どんなに小さなことでも不

思議に思う探究心を持ち続けただけのことである。

私はこの研究を通じて、人間の都合だけによる計

画では、多くの動物につきあってもらうことができ

ず、彼らの都合を尊重せねばほんとうの動物の姿を

見ることができないのを教えられた。

（前広島市安佐野j物公園長）
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動助園グラフ
“食欲の秋”

この頃は、毎日しのぎやすい日が続き

動物たちの体調も最高グ。食欲もぐーん

と上がってきたようです。おいしそうに

食べているその表情をどうぞごらん下さ

し ~o （森本委利 ・長瀬健二郎）

ローランドゴリラの“ラリ”さん。
おいしそうにスイカを食べている
ところです。

8・9月の動物園日記
8 In.キングペンギンが産卵しました。
8I13.アカカンガルーの “チャリー”（オス）と

“ポケット”（メス）が交尾しました。

8 I 15.キヨンが1頭生まれました。
タテガミガンが肝障害のために死亡しまし

た。

8 I 17.グラントシマウマの “レディ”が元気なオ
スの子を生みましたが、運動場の堀によく

落ちてしまうため屋内飼育舎に母子とも繍

離することにしました。

8 I 19. カルガモのヒナを3羽保護しました。
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魚の7アジを毎日食べでいるペンギンたち、順
番にならんでもらっています。

ともに乾草を食べています。クロサイ親子は
礼儀正しくならんで、インドゾウは、工サを
頭の上にかぶって食べています。

8 I 21. エランドの親子をカモシカ園に放飼しまし
た。

8 I 23.今月17日生まれでその日から屋内に隔離し
ていたグラン トシマウマの子とその母を運

動場にはじめて出すことにしま した。一度

堀に落ちましたが自分のカで登り、その後

は順調です。

8 I 24.昭和57年9月より、右滋損傷で保護治療を
受け結局飛べなくなり動物病院で飼育され

ていたウ ミネコを、水禽放告書舎にて展示飼

育する ことにしました。

8 I 26. キ ヨンが1頭生まれました。
チャムネシャクケイが産卵しま した。

0 

トカラヤギがおとなりさんのコピトコブウシ
のエサをちょっといただいているところです。
コピトコプウシの鐙近の悩みです。

20頚近くいるパーパリシープ。早〈食べない
とエサがなくなるよHみんな必死です。

8 I 27.尾の損傷で子供とともに入院していたフサ
オマキザルの雌を、傷が完治したため退院

をせ展示を始めることにしました。

近綴地区動物園獣医師勉強会が開かれま し

た。

8 I 28.キーウイの体重測定を行ないました。
8 I 29.ハリモグラの体重視lj定を行ないました。
8 I 30. 7月5日に皮l省損傷のため入院していたべ

ンガルヤマネコのオスを、イnも良古子なので
退院させることにしました。

ホッキ ョクギツネの雄l頭の寄贈を受けま

した。

8 I 31. アジアゾウのハルコが運動場の堀に落ちて

5 

係のおじさんが、魚のエサをもってきてくれ
ると我先にとシュパシコウとヲンチョウたち
が集ってきますが仲良く食べています。

カミツキガメが、コイの肉に食いついている
ところです。そのカミつく瞬間を一度みせた
いです自にも止まらぬ速さでした。

しまいま した。落ちて 2時間半後、 )M[QJ場

にスムーズに登れるように設置されていた

スロープを使い、やっと堀から運動場へと

もどるこ とができました。

9 I 2.オランウータン“サツキ”にメンスがあり
ました。よって 9月15日頃からオスとの同

居を考えています。

9 I 3.ホッキョクギツネの検疫が終了したので、
小猷舎にで展示を始めることにしました。

9 I 4. キーウィのイ友間行！W.点見努を行ないました。
9 I s.ラマ“マリー”が般の子を生みました。
9 I 8. ラマ“ホワイティー”が雌の子を生みまし

た。



マウンテンゴリラの危機

山極寿一

この巨大な体掘を誇るジャングルの王者が、私た

ちの前に姿を現わしたのはいつのことだったろうか。

いかつい顎、ひしゃげた鼻、せり出した綴の奥に光

る小さな眼。彼がその丸太のような腕でたくましい

II旬を述打し、富のような吠l摩をあげであたりの木を

へし折りながら突進してきたとき、武結をもたずに

近寄った人々は自分の軽率さに顎然とし、思わず天

を仰がずにはいられなかったに違いをし3。その突進

が実は見せかけのもので、オス同士の聞にかわされ

る高度に儀式化されたディスプレイであることがわ

かったのは随分後のことである。

ドラミング（胸叩き）は、おそらく銃をもたない

人々とゴリ

ラとの聞で

はるか昔に

かわされた

協定でもあ

ったに違い

ない。この

敵意に満ち

た嵐のよう

なあいさつ

を受けた人

々は、自分

が今ゴリラ

の図へ踏み

iるんでいる

ことを・l¥'fり、 ゴリラのドラミング

それ以上ゴリラの生活に立ち入ることはなかった。

村に帰った人々は、 ぶ厚い胸のかわりにタムタム

を叩き、そのリズミカルな響きを務、の交信手段とし

たのだろう。

文明社会が誤解した凶悪なゴリラのイメージは、

キングコングに姿を変えてニュ ヨ クへやってき

た。文明社会の人々は、彼らが想像していたH音く不

気味なジャングルの支配者を、孤独で陰気な性格の

持ち主と考えたのである。これはゴリラたちに大き

な不幸をもたらした。博物館や動物悶の依頼を受け

たコレクターたちが、ゴリ ラを捕えるために多大な

犠牲を払わねばならぬと党悟を決めたからである。

一頭のコドモゴリラを捕えるために、その集団のす

べてのゴリラが虐殺されるという事態が生じた。家

族を守って立ちふさがるオスゴリラや、コドモを離

そうとしない母親やその仲間を次々に按ち倒さなけ

ればならなかったのである。生きたまま捕えるには、

オ卜ナのゴリ ラたちはあまりにも危険な存在だった。

私はこの 6年間、アフリカ各地でゴリラの生息域

を訪ね、ゴリラたちがもはや取り返しのつかない段

階まで追いつめられていることを知った。現在ゴリ

ラはアフリカ全土に約13,000頒の生息が見込まれて

いるが、そのほとんどは西アフ リカのローランドゴ

リラで、日本の動物園でもこの種類しか兄ることは

できない。ザイール川の上流域に住む東ローランド

ゴリラは約 400頭、ピルンカヲE火山群のマウンテン

ゴリラはすでに 242li頁に減ってしまっている。その

主制京因は、大規模な森林の伐採や放牧牛の追い込

みによる生息域の撹乱と、子~~ii＼による乱獲である。

！日Iか手段を械じなければ、近い将来彼らはこの世界

から姿を消してしまうだろう。

ゴリラは極めて成長の遅い動物である。アカンボ

ウは 3年間母親の乳を級い続け、母親はこの間発情 r、
しないので出産は4年に1度ということになる。メ [ 

スは10才にならないと初産を迎えないし、オスが繁 , 

殖に関与するのはおそらく 20才に達してからだろう。

フィラデルフイア動物園の「？ ＂／サ」は今年で 53才

－＇~ 
字Lのみ児を抱いたメスゴリラ

にな った。 「人間わずか50年」の頃を思い起こすと、

たとえそれが夢まぼろしの如きものであろうとも彼

らの生涯は我々人間の一生とあまり異なるものでは ） 
なし当。

動物園では、ォスが5才になると交尾行動を示す j 
ことが知られている。すると、 野生状態では繁勉能

力のある若いオスが長い閉その能力を発縛できずに

暮らしていることになる。これは、オスが成熟期に

達すると (13才を過ぎると背中の毛が白銀色に染ま

り始め、シルバーパックとH乎ばれるオ卜ナのオスに

なる）、生まれ育った集団をはなれ、数年間単独生活

を送らねばならない宿命を負っているからである。

若いオスは、独りで森をさまよい歩いて森の何処

でどのような食物が得られるかを知り、今まで出会

ったことのない集団に遭遇してさまざまな近隣関係

を学んでゆく 。そして、彼がやがて他の集団からメ

スを連れ出して一家を構えたとき、 i皮は初めて一人
前のオスとして繁姐に関わることができる。

ゴリラのメスは、成熟期に透すると母親のもとを
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はなれて他の集団や独り暮らしをしているオスに移

籍する。メスはオスのように独りで森を歩き回るこ

とをせず、移籍を何回か繰り返した後、初J室を迎え

た集団に腰をすえる。か弱い乳児の存在がメスのオ

スへの依存心を増し、また、メスの発情が妓乳中は

抑 えられるために、見知らぬオスへ魅かれてゆくご

とがなくなるのだろう。だから、ゴリラの社会は乱

婚社会ではない。メスは最終的に一頭のオスと配偶

関係を結び、子を産量み育てながら長期にわたって白

母親と嫁入前の蝕ゴリラ

分と子供の募らしをそのオスに任せるのである。ゴ

リラの社会がオスに繁殖能力だけでなく、豊富な知

識と社会経験を要求しているのはあながち不思議な

ことではあるま し、。

私はこのようなメスの移籍を 「ゴリラの嫁入り」

と呼んでいる。移籍したメスが生涯を托す集団には、

ふつう母親も、姉や妹、も居ない。ニホンザルをはじ

めとする他の多くのサルの母系社会と異なり、メス

たちはその集団のオスとだけつながりをもっていて、

互いに母系的なきずなで結びついているのではない。

つまり、一夫多妻的なゴリラの集団は、オスを除い

ゴリラの家族。1頭のシルバーパックと

メスやコドモたちからなる。

また、子供は 「かすがしりであり、オスとメスを結

びつけている乳児が殺されると、メスはそのオスに

見切りをつけで別のオスのもとへ走ってしまうこと
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が多い。ゴリラの社会では、メスがその配偶者とな

るべきオスを選ぶのである。

こうして形成された配偶関係の中で、父親の存在

は重要である。シルパ←パ yクは、まだ首のすわら

ない手L児を抱いた母親を優しく毛づくろい、母親が

他のゴリラとトラブルを起こすと問に割って入り母

親を守ろうとする。まだ自分でベッドを作れないう

ちに母親を失ったコドモはシルバーパ yクに引き取

られ、彼の広々としたベッドの中で太い腕に抱かれ

て眠る。究大な父のまわりにコドモたちが群らがり、

一 日中ついて歩くのはそう珍しい光景ーではない。そ

して、この「父性」は強い前財サ関係をもったオ卜ナ

オス同士の中で、父と息子だけに共存を保証するの

である。オトナになった息、子と老いた父親は、 「血

縁」の記憶でなく、きっと 「育児J の記憶を共有す

ることによって敵保心の芽生えを摘み取るのだろう。

わが国の動物閣では、ゴリラのオスたちが今やっ

とオトナになり始めたばかりだ。 彼 らの繁殖能力は

まだ未知数である。 しかし、どの動物l認でも飼育員

家父長シルバーパック

いのである。幼い頃からオスとメス l頭1つのベア

で育てられ、離脱も移籍もできない幼な馴じみ同士

に交尾を期待するのはどだい無理な話なのかもしれ

ない。優しく厳格な父親である飼育員の前で交尾を

することもゴリラ社会のルールに反している。オト

ナになった息子はふつう父親のもとを去ってから配

｛局者を見つけるのである。

最近上盟子動物｜弱から多摩動物悶にゴリラのメスを

移籍させるという試みがなされた。これは歓迎すべ

きことである。 日本中の動物悶がゴリラの嫁入りを

促進し、繁殖に協力することは、野生のゴ ＇）ラの乱

獲を防ぐ意味でも重要ーである。それに、私たちは原

里子の生活を知らずに育ったゴリラたちにも、なるべ

くゴリラらしい生涯を与えてやりたいではないか。

（日本モンキーセンター研究員）
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キジ舎全景

産卵期直前の移動、そして環境の変化という事で、

今年の繁殖には相当の影響が出るのではないかと心

配しでいましたが、移動後すぐにコサンケイが産卵

を始めました。キジ舎での自然繁殖は天王寺動物園

では前例なく、とりあえず、枯葉や乾草を適当な長

さに切ったものを入れました。これらできれいな巣

を作り 4月11日までに計8個の卯を生み、抱卵に入

りました。 1週間後には同居しているもう l羽の雌

も巣を作り、抱卵を如めました。抱卵 している雌に

対し雄がどの様な反応を示すのか大変興味がありま

したが、 日ljに攻撃をする事もなかったのでそのまま

一緒に展示する事にしました。ある時など、どうし

た事か卯が1つ外にころがり出ていたので、いった

い、なぜと考えてみましたら、雄がいつの問にかそ

の卵を抱いたという事もありました。 しかし、どう

やら本格的に抱卵しようとしたのではなく単なる暇

つぶし（つ）だったのでしょうか、 1日者間もすると卵

から離れてウロウロと歩きまわっているという事も

ありました。結局、コサンケイの卵は検卵の結果全

て無精卵であったため取り上げましたが、空っぽに

なった巣で抱卵姿勢を崩さずにいるのを見ると何と

も言えぬ気がしました。

4月23日にはハイイ口コクジャクがl卵を産んで

すぐ抱卵を始めました。枯葉等の巣材を与えました

が、気に入らないのかそれらには見向きもせずに、

地面にlOcm位のくぼみを作っただけの巣で抱卵を続

けました。同居している雄も雌の隣に並んですわっ

たりしていましたが、抱卵はず司っと雌が行つでいま

れに前後する様に砂浴びをするのが兄られ、 22日目

には完全にひな毛から羽毛へとはえ変わりました。こ

の頃から体も大きくなってきたため、 休むH寺も雌の

下にもぐり込まずに、外で休む事が多くなり 、40日

目には体つきは親より少し小さめですがもう一人前

になりました。110日目を過ぎましたが、まだ雌雄の

区別はハ γキリしていません。

ベニジュケイがふ化した 5月24日より ウスズミハ

ッカンが、 6卵を抱卵し始めました。

6月17日に巣の外に卵のカヲがあったので、雄を

別居させ、チックフー ドを入れておき ました。翌18

日に 1羽、 19日にl羽、 計 2羽のヒナがふ化しまし

た。ふ化後 5日目までは雌の下でじっとし奴食時に

のみ出て来ていたのが、その後は雌から離れて歩い

オスの羽色を示しだしたヒナ（2ヶ月令）

たり、 20cm程の高さを飛んだりするのも見られまし

た。ふ化後19日目にキジ舎の前を散歩中の人工哨育

で育てたチュウゴクオオカミが通った時などは、部

屋の中を飛びまわり、側面の金アミにとまったりし

ました。ふイヒf愛30日目｛立からミルワームを幸吉与ーする

時に強弱の差が見られる様になり、体の大きさにも

違いがでできました。43日目には体の大きなヒナの

II旬と尾の部分に維の羽色がハ yキリと出てき、 80目

を過ぎた今では雄のヒナは雌の親と同じ大きさにな

っています。

またミヤマハッカンが6月14日より 7卯で抱卵を

ベニジュケイのヒナ（ふ化後11日目）

ヒナが雌のまわりを うろっき鳴き始めると、同居

していた雄が突然ディスプレイを始めたので雄だけ

別居させる事にしました。ふ化後2日目で木に登っ

て歩きまわるのが児られました。エサとしてチ yク

フー ドに青菜、賞味を混せ。て与えました。ふ化後5

日目より ミルワームも食べる様になりました。エサ

の食べ方もハイイロコクジャクで見られた様な学習

が同じ様に見られました。またふ化後10日目位までは、

夕方になると必ず雌が一定のコースを歩き、ク yク

γと鳴くとヒナも同じコースを歩き、木に登ったり、

飛び降りたりする練習をしている様に見られました。

ふ化後12日目より羽毛がはえ変わり始めました。こ

母親の翼から顔をのぞかせるヒナ（2日令）

始めました。ふ化予定日の 1目前の7月8日に雄を

別居させ、 7月9日に 4羽、 10日に1羽、計 5羽が

ふ化しました。ふ化したヒナはその日から自分遠の

好きな様に宮II屋の中を歩き まわり、親が心配そうに

クγクyとI鳴き呼び集めても、常に2～3羽は全く

関係のない所を歩きまわっていました。ふ化後8目

下部~’船三
苧A、－

25日令

目位から、 5羽がまとまって親の後をついて歩く様

になりました。ふ化後14日目、1羽のヒナが左足大

腿部内側にケガをし、 出血していました。ヨードチ

ンキで消議後、すぐ殺の所へ返すと片足で親の所ま

で行き、しゃがみ込んでじっとしていました。ケカ‘

をして 2日後にはもう｛易もよくなり食欲も出てきた

様でしたが、 他のヒナ遥と体の大きさに差がついて

しまいました。その後も順調にエサも食べている様

なのですが、 ｛本の大きさの違いはますます大きくな

るばかりで、とうとう 8月6日に死亡してしまいま

した。死亡時にはひどくやせていて、タト傷などはあ

りませんでした。

34日令のヒナ

ふ化後22日目、一番体の大きなヒナがくちぱしの

つけねから出血していました。その出血部分をf也の

ヒナや親がっつき出血がひどくなり死亡しました。

なぜ出血部分を他のヒナや親がっついたのかは不明

です。またふ化後30日目頃より ヒナ同士の羽毛のつ

つきあいが目立ってきました。原因はわかりません

が、おそらくス トレスではないかとススキを入れて

みた所、ススキの奨をつつくのに気をとられ、羽毛

のつつきあいの方は何とかおさまっている様です。

以上、現在までのキジ舎の繁殖状況を書いてきま

したが、それぞれ大きくなっていくヒナ達、早く一

人前になるよう皆械も応援してあげて下さし、

（飼育課； 早 川 篤）
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検疫終了

1＆、9月3
日か ら イ、長i~

舎に展示し

ています。

かわいい動

物ですので、

ご覧下さい。

動物園ニュース
＊ 

頭の子ダヌキが動物病院に運ばれて来ま した。生ま

れて初めて母親から離され、しかも人間に捕えられ

た恐怖も手つだってか、 6頭が折り重って艦の隅に

かたま っています。皮の手袋をつけて一頭ずつ捕え、

まず性別チェ yク。ついでダンポ ル符の中に入れ

て体重測定。体表面の外傷や歯、阪の検査を した後、

ワクチン接種。最後に個体識別のために左の耳介の

内側に各個体番号の入昼、右の耳にはその数字を示

す刻みを入れました。入墨とい うと何と なく穏やか

ではあり ませんが、顔つきや体つきに個々の特徴を

見いだしにくい動物

断吾~
ロs’健康

5月15日にタヌキが6頭生まれました。母親は昨

年も 6頭出産しており、 2年連続のお目でたです。

昨年は残念ながら離乳時期に急に元気不振となり、

次々と手のほどこすこともできない うちに死亡して

しまっただけに、今年こそは元気に育ってほしいと

願しミをかけていました。母親も二度目の出産という

ことでじ ようずに育児をし、6頭の子ダヌキは全て

順調に成長してきました。子のすばらしい成育ぶり

に比べ、 6頭もの子ダヌキにお乳を吸われた母タヌ

キはさすがにやせ細ってし まいました。

のキヌ

⑩ 
タ‘、

獣医室から

子＊ 

§ 夜行性動物舎、工事完了ゲ

2月から工事に入っていた夜行性動物舎の工事が、

8月末に完了し、 9月13日引き波しを受けました。

今阿、建設された夜行性動物舎は人工附明で昼夜逆

転し、ィ友行性の邸IJ*Jの生態 を見ていただくことがで

きるようになっています。

照明装置や機械類の制整と似入後の動物を環境へ

u・rらせるた
めにH寺問を

必聖書としま

すので、公

1mのH寺具flは
未定ですが、

来春早々に

はみなさん

にご覧いただけるでしょう。

⑨ お知らせ・秋の動物闘祭

10月14日から11月4Elまでの日H根目、干兄日の 5日

間、干火の動物l悶祭が開催されます。ステージでのあ・

遊戯、手品と人形劇、当国獣医師による動物の無料

相談、大l仮動サ勿｜重iボランティアーズによるd氏しばい
とスポ y 卜方イ ドなどを行ないますのでご来医ITを
しミ。

.J 

には、このようなt殻

別方法はなかなか有

他1比はオス Iii.貞、

メス 5i1貞と圧倒的に

メスが多く、体重は

オスが最も軽くて1760

く発生が認められ、

有効な治療法もなく、

致命率の大変高い病

気です。飼い犬では 元気にエサを食べる子ダヌキたち 膿 しかかっているも

生後60日令の子犬の時に予防ワクチンの接種 を行い のも認められました。消毒と抗生物質の軟膏を塗り

ます。タヌキにもこの伝染病の感受性があるだけに、 こみましたが、大事には至らないでし ょう。

今回の子ダヌキには生後60日をすぎた時点でワクチ それにしても、 6頭の健康診断ーをして気がついた

ン接種を実施することにしました。そしてその機会 ことは、皆それぞれ個性豊かなことでした。気の強

に体重の測定もできる し、 性別のチェ yクも、さら いやつ、弱いやつ、岐みついてくるやつ、気絶しそ

に個々の個体識別もできるしと一石四鳥が期待でき うなやつ、 鳴き声をはりあげるやつー…・母ダヌキの

目、メスは1950～2250

9 と成長にも差が認

められました。また

姉弟げんかが激しい

のか、皆それぞれ体

の各所に岐まれた傷

があり、なかには化

効です。

¥....'¥_::"¥ 

ところで、当国で

は3年前にイヌ科の

動物に犬ジステンパ

ーという伝染病が発

生したことがありま

す。その時にタヌキ

にも伝染して治療に

苦lをした経験がある

だけに、その対策に

は気をつかっていま

した。この犬ジステ

ンノfーは宮司いブミでよ

気苦労は大変なことでしょう。やせ制って毛並の粗

雑になった母ダヌキの姿を見ていると、子育ての苦

労のほどがしのばれます。子ダヌキが一匹前になる

のももうま もな く、それまでガンノ＼.；；てくださいね

るわけです。

しかし不安もあります。このような｛建康診断のた

めに母親から子ダヌキを－n寺的に引き離すことによ 現在の飼育動物数

(1984年8月31日現在）

＊休園日のお知らせ＊

刷物凶の1本凶LIは毎月第3月P/.!11です。 12月までの休出I:
I lは下記のとお・りです。 ： 
10)'115日側、llFI19日（町、121-l17日（問、29-3lofl日悶ll!i聞は午 ：
前91時30分～午後511キで、午後411与に切符売止めになります。

414点101干重11日II甫乳類．ノ子ダヌキのお母 さん．ゲ

って、母子の聞に｜折絶が生じるかもしれませんし、

捕獲する ショ y クで子夕、ヌキに何らかのダメージが

与えられるかもしれません 。でも健康診断のメリッ 631点192干重20目類，鳥実）（飼育課 ：宮下

113.占35稜3目J陀虫類卜の方がはるかに大です。

（生後71白目）、母ダヌキから分離した 6
1 ,158点

11 

328極34目計
7月25日
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ごえミ
ご購読をお奨めします。

年間購読料 1'100円 （含、郵送料）

となき

天王寺動物園の機関紙

月刊

・1':同の近鉄百J'U1iグループ
ffllホテチェーンなどでワイドに
ぉfj＿＇.（礼、ただ けます。

・カードをごt;hl、ただくだけで

30万円までのお~'i 1却をお・却しみ

いただります。

·~りt正ぺ払t ‘（ ＇）ポルピングんー式｝

一回払いポーナス一括払t、の3つの
お支払いJj法がごぎ札、ます。

・人会資総は20歳以上で2年以I:お勤め、
または自営の｝jです。

大阪市天王寺動物園協会へ

-0 2 0 1 06-771 TEL 

お申し込みは、
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ω棋の
ご購読をおす、めします

( 1冊￥450)
圏内各売店にあります

あらゆる動物に愛の手を／
社団法人大阪動物愛護会

1人1回

100円
(1才まで無料）

9 ・団体割引

IJ (30人以上）
... 1割引

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3112 



全国の愛犬家の共感を呼ぶ

無比の愛犬歌集（絶賛再版）

歌集

／天金美装・箱入1

動物文学会主宰 ~~品開：弘喜j
平岩米吉著 （直接申込乞う）

著者が，約40年の聞に，共に暮した70余頭の

犬の生と死を歌った419首を収録。同時に，そ

の誕生より老齢に至る写真47図を収め．犬の

一生の生態写真集でもある。

日本図書館協会選定

全国学校図書館選定

：狼
その生態と歴史

犬科生態研究所長

平岩米吉著

A 5判・320頁・
口絵挿絵等140図
定価2800円・干300円

待望の日本張の正史ついに完成／

〔改訂四版〕

カ犬科目j物の研究家tして．当代随一の著
者以 数十年lこわたり収集した正確な資

料ι生態学の目をもって描いた空前の音。
カ日本狼は司 大口の真神tあがめられた古

（~より，のちには病狼 ！：;.t；れbれ．やが

て絶滅に至るまでの経緯を詳述。

・・・＝＝・~唱・・＝・・E甑珂・・・
序狼への幻想と現実

1犬科の分類と解説
2犬と狼の関係
3日本狽の歴史
4~良狩の記録

5狼の伝説
6日本狼の特徴
7日本猿の絶滅
終狼を飼った人々

動物文学会 ~mrn~~~g~~区長~~；~~＝~~~~ 発 ~ 

ヲE （柑池田書店
東京都新街区弁天町43番地
仮替・東京4165425 

鳥獣輸入

－医学実験用動物

・愛玩犬、猫直輸入

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・教材用鳥獣剥製販売

全国動物園水族館御用達

・原色世界雑類図鑑（34f重1枚もの）要郵便券150円・鳥獣価格表100円

有限会社 吉川商会
本社

飼育場

神戸市生田区中山手通三丁目二八番地 電話（078)2218195・221-1517
神戸市葺合区神仙寺通三丁目一番地電話（078)241-3494

たのししい動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞグ

圏内、主要動物舎

30数カ所にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円

？ 

・・・・・・・・…・ぼっちゃん

…・おじょうちゃん

どうぶつえんヘ………

いらっしゃいませ・…・・

ごきゅうけいは…・・・・・・

おしょくじは・・・・・・・・・・．

天王寺動物園内

圏内でのお写真は・・－

動物園内北圏

中央売店
岱 (06) 771-0973 

間園売店
代表者 松谷良子

大阪市天王寺区茶臼山町6-74

電話 （06) 7 7 1 -7 1 1 0番

動物園協会指定写真部ヘご用命下さいグ

カラー写真キャビネ1枚 500円
J最影無料 にでキャビネl枚をサービスさせて裁きますo

-tM影予約も受付’しておりますのでご連絡下さい。

。随時係員が待機して

おりますのでご説明

にf司いま したF祭は、
よろ しく お願bミ致し

ます。

国際航空写真株式会社

TE L 06-856ー7444



新鮮です、さわやかです。フJレーツがスっ，た、おしゃれなヨーク〉レト。

自然の

おいしさ

事雪印ヨタ益~II
・ブルーペリー・キウイフルーツ・ストロベリー・オレンジ・カクテル

なきごえ 昭和59年10月10日発行（毎月l凶10日発行）

編集／大阪市天王寺動物園

発行人／大阪市天王寺動物国協会 中川道朗

印刷所／株式会社松村善進堂 定価100円（送料共）

土nn，多 .fJ叶〈 J市：f!IJ.小，＇！＇，羽 t: ..同本

第20巻第10号（通巻230号）

〒543大阪市天王寺区茶円山町6-74

電話大阪 （06)7 7 1一02 0 1 
振符口座 大阪 3 7 8 2 3 

1年継続 （12部） 1,100円 （送料共）
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